
換気扇セ ッ ト

換気扇セット （ ステンレ スタ イプ ）  
FN type
SFN type

お 買い 上げ い た だ き あり が と う ご ざ い ま す。 ご 使用の 前に こ の 説明書を よ く お 読み の 上、 正し く お 使い く だ さ い 。
こ の 説明書は 、 必ず 保管し て く だ さ い 。

安全上のご 注意
安全に お 使い い た だく た め の 注意事項を 説明し て い ま す。 必ず お 守り く だ さ い 。
なお 、 有資格者以外の 電気工事は 法律で 禁止さ れて い ま す。

お 守り い た だく 内容を 次の 図記号で
区分し て い ま す。

注意する

してはいけない

必ず守る

■施工上のご 注意

警告

分解禁止

分解･改造や本体へ 二次加工はし ないでく だ さ い 。
故障･感電･け が の 原因に なり ま す。

電気工事は「 電気設備技術基準」およ び「 内線規程」を 厳守
し 、必ず専用の 電源回路と し てく だ さ い 。故障･感電･けが の
原因に なり ま す。

電源に は使用する 電線サイ ズ に 適し た 漏電ブ レ ーカ （ 感
度電流 30m A 以下） を 選定し 取り 付けてく だ さ い 。感電の
原因に なり ま す。

ア ース せよ

ア ース 線を 利用し て、ア ース 接続を 必ず行っ てく だ さ い 。
感電の 原因に なり ま す。

配線がフ ァ ン に 巻込ま れないよう に 、 結束バンド など で
固定し てく だ さ い 。故障･感電の 原因に なり ま す。

電気工事（ 取付･施工）は有資格者が 行っ てく だ さ い 。
故障･感電･け が の 原因に なり ま す。 配線は適合し た 電線、圧着端子およ び 圧着工具を 使用し

てく だ さ い 。発熱･火災の お そ れがあり ま す。

注意

本製品を キャ ビ ネッ ト に 取り 付ける 際は、 キャ ビ ネッ ト
内、 外側取付面に 凹凸がある 製品に は使用し ないでく だ
さ い 。所定の IP 性能が 得ら れない お そ れがあり ま す。

使用する ねじ は、 指定さ れた も の を 使用し てく だ さ い 。取
り 付け の 際は、 適正締付ト ルク に て 締め 付けてく だ さ い 。
締め 付け が 不十分な場合、 破損･落下、 所定の IP 性能が
得ら れない お そ れがあり ま す。ま た 、締め 付け 過ぎ の 場合
は、製品を 破損する お そ れがあり ま す。

ねじ の 呼び

積雪時に 本製品が 埋没し ない 場所、 高さ に 取り 付けてく
だ さ い 。故障･能力低下、 所定の IP 性能が 得ら れない お
そ れがあり ま す。 端子台取付ねじ M4×10

端子台取付ナ ッ ト M4
1.0 ～ 1.2

運搬･取付作業を 行う 際は、二人以上で 作業を 行っ てく だ
さ い 。け が の 原因に なり ま す。

フ ー ド 取付ねじ M4×12 1.5 ～ 1.8

取付ナ ッ ト M6 4.0 ～ 4.5

フ ァ ン 取付ボ ル ト M8×30 8.0 ～ 10.0

■使用上のご 注意

警告

感電注意

感電の 原因に なり ま す。
・ 通電中は充電部に 触ら ないでく だ さ い 。
・ 清掃や保守点検時は必ず電源を OFF にし 、 電源の 供
給を 止めてく だ さ い 。
・ 配線の 引っ 張り 、挟み込みで 、配線を 傷つ け たり 、無理
なストレ ス を か け ないでく だ さ い 。

ぬれ手禁止

濡れた 手で 操作し ないでく だ さ い 。
故障･感電の 原因に なり ま す。
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警告

次のよう な場所で は使用し ないでく だ さ い 。
故障･感電･火災の 原因に なり ま す。
・ 可燃性ガス の ある 場所
・ 可燃性ガス が 漏れる お そ れの ある 場所
・ 常時高湿と なる 場所            
・ 有機溶剤の か かる 場所
・ 腐食性ガス の ある 場所    
・ 導電性粉塵（ カ ー ボン 繊維、金属粉）の ある 場所

本製品の 故障が 原因で 人命並び に 社会的に 重大な影響
を 与える おそ れがある 場所に は使用し ないでく だ さ い 。

保守点検は 専門知識を 有する 人が 定期的に 行っ てく だ
さ い 。故障･感電･けが･火災の原因に なり ま す。

定格電圧で ご 使用く だ さ い 。使用電圧は 定格電圧の
±10％以内で す。電源電圧が 変動し た 場合で も 使用電圧
を 超え な いよう にし てく だ さ い 。故障･感電･火災の 原因
に なり ま す。

異常時（ 寿命による 動作停止、 焦げ 臭い など ） は電源を
OFF にし 、 電源の 供給を 止めてく だ さ い 。感電･火災の 原
因に なり ま す。

長期間の 使用で 端子部の 傷みやゆる みが ない か 、定期的
に 点検し てく だ さ い 。傷みがある 場合は交換し 、 ゆる みが
ある 場合は適正締付ト ルク に て 増し 締めし てく だ さ い 。
発熱･火災･感電の 原因に なり ま す。

定期的に フ ァ ン が 正常に 回転動作する か を 確認し てく だ
さ い 。正常に 回転動作し て い な い 状態で 放置し た 場合、
発熱・ 火災・ 感電の 原因に なり ま す。

注意

回転物注意

け が の 原因に なり ま す。
・ フ ード を 外し た ま ま 運転をし ないでく だ さ い 。
・ フ ァ ン 回転部に 指や異物を 入れないでく だ さ い 。
・ 保守点検時は（ フ ァ ン の 回転を 点検する 場合を 除き ） 必
ず電源を OFF にし 、フ ァ ン の 羽根の 回転が 停止し て から
行っ てく だ さ い 。

次のよう な場所で は使用し ないでく だ さ い 。
故障･誤動作の 原因に なり ま す。
・ 使用温度範囲外と なる 場所
・ 振動、衝撃のある場所
・ 塩分が多い場所
・ 極度に 塵埃やオイ ルミ スト が多い場所
・ ノ イ ズ（ 電界、磁界）の 強い 場所

精密機器で すので 振動･衝撃を 与えないでく だ さ い 。
故障の 原因に なり ま す。

本製品の 上に 乗っ たり 、 物を 載せたりし ないでく だ さ い 。
故障の 原因に なり ま す。

取付キャ ビ ネッ ト に 対する 耐電圧試験を 行う 場合は、 本
製品の 配線を 取り 外し て 行っ てく だ さ い 。故障の 原因に
なり ま す。

長期間の 使用で 取付部の 傷みや ゆる みが な い か 、 定期
的に 点検し てく だ さ い 。傷みがある 場合は交換し 、ゆる み
がある 場合は適正締付ト ルク に て 増し 締めし てく だ さ い 。
破損･落下、 所定の IP 性能が 得ら れない お そ れがあり ま
す。

■各部の 名称

キ ャ ビ ネ ッ ト

ベ ー ス

取付ナ ッ ト M6
（ 付属品）

フ ァ ン 取付ボ ル ト
M8×30

フ ー ド

電源線
（ キ ャ ブ タ イ ヤ ケ ー ブ ル 3P）

フ ァ ン

フ ー ド 取付ねじ
M4×12

※電源線（ 白･黒）、ア ー ス 線（ 緑）： 電線サ イ ズ 0.75m m ²、長さ 1ｍ
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●付属品

品名記号
名称 FN-20BN･SFN-20BN

FN-25BN･SFN-25BN
FN-30BN･SFN-30BN

可変式温度調節器（ 機械式）PTV-M61A 1 セ ッ ト 1 セ ッ ト

端子台（ 3P） TBE-23 1 コ 1 コ

取付ナ ッ ト M6 7 コ 9 コ

端子台取付ねじ M4×10 2 コ 2 コ

端子台取付ナ ッ ト M4 2 コ 2 コ

取扱説明書（ 本紙） 1 部 1 部

■仕様

●換気扇セット

材質： フ ー ド 、ベ ー ス 、羽根は鋼板（ FN-20BN の 羽根は樹脂）

使用温度： -15 ～ + 60℃、使用湿度： 90％RH 以下、定格周波数： 50/60Hz

●換気扇セット ステンレ スタ イプ

材質： フ ー ド 、ベ ー ス はス テ ン レ ス 、羽根は鋼板（ SFN-20BN の 羽根は樹脂）

使用温度： -15 ～ + 60℃、使用湿度： 90％RH 以下、定格周波数： 50/60Hz

※1. IP 性能は IEC 規格 60529 に 基づく 試験によるフ ァ ン 停止時の 性能で す。上記

IP 性能以上のキャ ビ ネッ ト に 取り 付けた 場合のキャ ビ ネッ ト の IP 性能を 示しま す。

当社判断基準による評価結果で す。

※2. 定格電圧印加時の値です。定格電圧外の電圧を 印加すると 、性能に 影響しま す。

※3. 最大風量、最大静圧の 測定方法はダ ブ ル チャ ン バー 方式で す。

※4. 騒音は反響の 少ない 無響音室で 測定し た 値で す。現地で の 据付環境、およ び

反響によっ て 騒音値は大きく 影響さ れま すので 注意し てく だ さ い 。

・ 期待寿命は、周囲温度 25℃連続運転で 約 40,000 時間（ 約 4 年半）で す。

IP性能： IP23※1

IP性能： IP23※1

ヨ コ フ カ サ

●風量-静圧特性（ 参考値）

定格電圧印加時の 値で す。
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品名記号
定格電圧
V（ 単相）

外形寸法 m m 最大風量※2、3

m ³/m in
最大静圧※2、3

Pa
定格電流※2

A
起動電流※2

A
定格消費電力※2

W
騒音※4

dB（ A）

質量
kgタ コ レ テ フ カ サ

FN-20BN

AC100

380 375 225 7.1/   8.1 49/  64 0.35/0.41 1.1/1.0 34/  41 約 49/56 10

FN-25BN 430 425 235 11.0/12.4 84/100 0.55/0.67 1.9/1.8 53/  67 約 51/55 12

FN-30BN 480 475 255 15.7/17.6 121/144 1.1  /1.3   3.8/3.6 96/122 約 57/59 15

品名記号
定格電圧
V（ 単相）

外形寸法 m m 最大風量※2、3

m ³/m in
最大静圧※2、3

Pa
定格電流※2

A
起動電流※2

A
定格消費電力※2

W
騒音※4

dB（ A）

質量
kgタ コ レ テ フ カ サ

SFN-20BN

AC100

380 375 225 7.1/   8.1 49/  64 0.35/0.41 1.1/1.0 34/  41 約 49/56 10

SFN-25BN 430 425 235 11.0/12.4 84/100 0.55/0.67 1.9/1.8 53/  67 約 51/55 12

SFN-30BN 480 475 255 15.7/17.6 121/144 1.1  /1.3   3.8/3.6 96/122 約 57/59 15

60Hz

50Hz

60Hz

50Hz

60Hz

50Hz



2°2° 2°2°

向）

■取付

注意

運搬･取付作業を 行う 際は、 二人以上で 作業を 行っ てく だ さ い 。
け が の 原因に なり ま す。

・ 屋内、屋外で 使用する キ ャ ビ ネ ッ ト の 側面に 取り 付け て く だ さ い 。

ご 注意

・ キ ャ ビ ネ ッ ト の 天井面やキ ャ ビ ネ ッ ト 内に 取り 付け ない で く だ さ い 。

・ 高所で の 取付、保守点検時は、下に 人が い ない こ と を 確認し て く だ さ い 。

製品や部品を 落下さ せた 場合、け が を する お そ れが あ り ま す。

・ 周囲に 充電部が あ る 環境で の 取付、保守点検時は、充電部の 保護を 行っ て く だ さ い 。製品や部品を 落下さ せた 場合、

短絡する お そ れが あ り ま す。

・ 取付（ 送風）方向を 確認し て く だ さ い 。キ ャ ビ ネ ッ ト 内部機器の 故障の お そ れが あ り ま す。（ 図 1）

・ 十分な吸気口面積を 設け て く だ さ い 。故障や正し く 起動し ない お そ れが あ り ま す。（「 表 1」参照）

・ 吸気口お よ び 排気口の 通風を 妨げ ない よ う 、吸気口か ら 障害物ま で の 距離を 150m m 以上、排気口か ら 障害物ま で

の 距離を 1m 以上離すこ と を お すすめ し ま す。（ P.7「 ■適切な使用方法」を 参照）

風向
（ 送風方

表 1

品名記号

（ S）FN-20BN 

（ S）FN-25BN 

（ S）FN-30BN

必要吸気面積 cm 2

229

267

306

推奨製品

SF-37F

SF-42F

SF-47F

図 1

・ 保守点検が 容易な位置に 取り 付け て く だ さ い 。

・ メ ン テ ナ ン ス 時に フ ー ド を 取り 外すた め 、本体上面か ら 障害物ま で の 距離を 100m m 以上確保し て く だ さ い 。

・ 取付可能板厚の キ ャ ビ ネ ッ ト に 取り 付け て く だ さ い 。

取付可能板厚は 1.5 ～ 3.2m m で す。

ご 注意

キ ャ ビ ネ ッ ト 取付面の 反り 、パ ッ キ ン の 劣化など に よ り 所定の IP 性能が 得ら れない 場合が あ り ま す。

そ の 場合に は、キ ャ ビ ネ ッ ト 取付面を 補強する か 、市販の シ ー リ ン グ 材を 塗布する こ と を お すすめ し ま す。

（ 推奨シ ー リ ン グ 材： セ メ ン ダ イ ン 株式会社シ リ コ ン  シ ー ラ ン ト 8060 プ ロ 相当品）

・ 前後左右と も 傾き が ない よ う（ ±2°以下）に 、水準器など で 確認し て く だ さ い 。（ 図 2）

ご 注意 所定の IP 性能が 得ら れない お そ れが あ り ま す。

・ 積雪時の 製品が 埋没し ない 高さ に 取り 付け て く だ さ い 。

ご 注意 能力低下お よ び 故障の 原因に なり ま す。

・ 標高 2000m 以下の 場所に 設置し て く だ さ い 。

ご 注意 能力低下お よ び 故障の 原因に なり ま す。

●取付方法
図 2

注意

長期間の 使用で 取付部の 傷みや ゆる みが な い か 、 定期的に 点検し てく だ さ い 。傷みが ある 場合は 交換し 、 ゆる みが ある 場
合は 適正締付ト ルク に て 増し 締めし てく だ さ い 。破損･落下、所定の IP 性能が 得ら れな い お そ れが あり ま す。

○換気扇セット 本体

1. キャ ビ ネッ ト に 抜き 穴加工し てく だ さ い 。（ 5 頁【 取付寸法図】を 参照）

ご 注意

キ ャ ビ ネ ッ ト

・ 必ず指定寸法で 加工し てく だ さ い 。所定の IP 性能が 得ら れない 原因に なり ま す。

・  取付面に バリ が 生じ た 場合は、必ずバリ 取り を 行っ てく だ さ い 。

・ 抜き 穴加工し た 取付面は、必ずタ ッ チアッ プ ペイ ント（ 弊社型番 :BP81）などで 補正

を 行っ てく だ さ い 。錆が 発生する お そ れがあり ま す。

2. 付属の 取付ナッ ト M6に て キャ ビ ネッ ト 内側から 確実に 固定し てく だ さ い。（ 図3）

- 4 -
取付ナ ッ ト M6

図 3



31
.5

11
29
0

37
5 1
75

14
0

31
.5

11
34
0

42
5

16
5

16
5

35

31
.5

45
18
0

18
0

39
0

47
5

11

【 取付寸法図】

換気扇セット 本体 （ 単位： m m ）

140
380
140

165
430
165

抜き 穴

480
180 180

抜き 穴

328
350

抜き 穴

7-φ8抜き 穴

（ 取付穴）
378
400

9-φ8抜き 穴

（ 取付穴）
42
8
450

9-φ8抜き 穴

（ 取付穴）

FN-20BN・ SFN-20BN FN-25BN・ SFN-25BN FN-30BN・ SFN-30BN

ご 注意   二点鎖線は本製品、 外形を 示し ま す。

○付属品： 端子台

換気扇セット へ 取付する 場合

1. フ ー ド 取付ねじ M4×12（ 6 ヵ 所）を 取り 外し 、フ ー ド を 持ち 上げ 取り 外し て く だ さ い 。（ 図 4）

2. フ ァ ン 取付ボ ル ト M8×30（ 4 ヵ 所）を 取り 外し 、フ ァ ン を 取り 外し て く だ さ い 。（ 図 5）
ベ ー ス

フ ー ド

フ ァ ン 取付ボ ル ト
M8×30

フ ァ ン

フ ー ド

フ ー ド 取付ねじ
M4×12

図 4 図 5

3.端子台取付ねじ M4×10 と 端子台取付ナ ッ ト M4（ ２ ヵ 所）に て 端子台（ 3P）を ベ ー ス の 背面側か ら 確実に 固定し て く だ さ い 。

（ 図 6）

ご 注意

・ 端子台を 前面側に 取り 付け ない で く だ さ い 。雨水が 付着し た 場合、漏電の 原因に なり ま す。

4. 端子台に 電源ケ ー ブ ル 、電源線、ア ー ス 線を 結線し て く だ さ い 。（ 6 頁「 ■結線」を 参照）

5. 逆の 手順で フ ァ ン 、フ ー ド を 取り 付け て く だ さ い 。

端子台
取付ナ ッ ト M4 ベ ー ス

前面側

φ5 抜き 穴

端子台

端子台取付ねじ
M4×10

背面側

図 6

注意

取り 付け の 際は、 適正締付ト ルク に て 締め 付けてく だ さ い 。締め
付け が 不十分な場合、破損･落下、所定の IP 性能が 得ら れない お
そ れがあり ま す。ま た 、締め 付け 過ぎ の 場合は、製品を 破損する お
そ れがあり ま す。

端子台取付ねじ M4×10 

端子台取付ナ ッ ト M4

フ ー ド 取付ねじ M4×12

取付ナ ッ ト M6

フ ァ ン 取付ボ ル ト M8×30

1.0 ～ 1.2

1.5 ～ 1.8

4.0 ～ 4.5

8.0 ～ 10.0
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35

キャ ビ ネット へ 取り 付けする 場合

1. キ ャ ビ ネ ッ ト に 抜き 穴加工し て く だ さ い 。（【 取付寸法図】を 参照）

2. 端子台取付ねじ M4×10 と 端子台取付ナ ッ ト M4（ ２ ヶ 所）に て

端子台（ 3P）を キ ャ ビ ネ ッ ト へ 確実に 固定し て く だ さ い 。

【 取付寸法図】

49

59

（ 単位： m m ）

2-φ5 抜き 穴

（ 取付穴）

端子台（ 3P）

注意

取り 付け の 際は、 適正締付ト ルク に て 締め 付けてく だ さ い 。締め
付け が 不十分な場合、破損･落下の 原因に なり ま す。ま た 、締め 付
け 過ぎ の 場合は、製品を 破損する お そ れがあり ま す。

ねじ の 呼び 適正締付ト ル ク  N･m

端子台取付ねじ M4×10

端子台取付ナ ッ ト M4
1.0 ～ 1.2

○付属品： 可変式温度調節器

取付方法は可変式温度調節器に 付属さ れて い る 取扱説明書（ 別紙） を 参照く だ さ い 。

■結線

警告

ア ース せよ

ア ース 線を 利用し てア ース 接続を 行っ てく だ さ い 。
感電の 原因に なり ま す。

定格電圧で ご 使用く だ さ い 。使用電圧は 定格電圧の
±10％以内で す。電源電圧が 変動し た 場合で も 使用電圧
を 超え な いよう にし てく だ さ い 。故障･感電･火災の 原因
に なり ま す。

配線は適合し た 電線、 圧着端子および圧着工具を 使用して
く ださ い。発熱･火災の原因になり ます。

長期間の 使用で 端子部の 傷みやゆる みが ない か 、定期的
に 点検し てく だ さ い 。傷みがある 場合は交換し 、 ゆる みが
ある 場合は適正締付ト ルク に て 増し 締めし てく だ さ い 。発
熱･火災･感電の 原因に なり ま す。

漏電ブ レ ー カ

外部電源

AC100V

可変式温度調節器

PTV-M61A（ 付属品）

端子台

TBE-23 3P 20A

換気扇セ ッ ト

(S)FN

本製品に は漏電ブ レ ー カ は付属し て い ま せん 。

- 6 -
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■保守点検

注意

回転物注意

保守点検時は（ フ ァ ン の 回転を 点検する 場合を 除き ）必ず電源を OFFにし 、フ ァ ン の 羽根の 回転が 停止し て から 行っ てく だ さ い 。
け が の お そ れがあり ま す。

交換用フ ァ ン に つ い て は別途ご 用命く だ さ い 。

●ファ ン の 交換方法

1. フ ー ド 取付ねじ M4×12（ 6 ヵ 所） を 取り 外し 、 フ ー ド を 持ち 上げ 取り 外し て く だ さ い 。（ 図 7）

2. フ ァ ン 取付ボ ル ト M8×30（ 4 ヵ 所） を 取り 外し 、 フ ァ ン を 取り 外し て く だ さ い 。（ 図 8）

3. 1、 2 と 逆の 手順に て 交換用フ ァ ン を 本体に 取り 付け て く だ さ い 。

ベ ー ス

フ ー ド

フ ァ ン 取付ボ ル ト
M8×30

フ ァ ン

フ ー ド

フ ー ド 取付ねじ
M4×12

図 7 図 8

注意

長期間の 使用で 取付部の 傷みや ゆる みが な い か 、 定期
的に 点検し てく だ さ い 。傷みが ある 場合は 交換し 、 ゆる
み が あ る 場合は 適正締付ト ル ク に て 増し 締めし てく だ
さ い 。破損･落下、所定の IP 性能が 得ら れな い お そ れが
あり ま す。

取り 付け の 際は、 適正締付ト ルク に て 締め 付けてく だ さ
い 。締め 付け が 不十分な場合、 破損･落下、 所定の IP 性
能が 得ら れない お そ れがあり ま す。ま た 、 締め 付け 過ぎ
の 場合は、製品を 破損する お そ れがあり ま す。

■適切な使用方法
・ キャ ビ ネッ ト に は通風口（ 吸気口）を 設けてく だ さ い 。 ・ フ ァ ン の 排気口ま た は吸気口付近に 障害物がある 場合、風量が

著しく 低下し たり 、騒音の 原因に なり ま す。

障害物

障害物

吸気口

・ キャ ビ ネッ ト の 密閉度が 低く 、フ ァ ン の 近く から の 流入が 多いと

発熱部分に 風が 流れなく なり 、局部的に 温度が 高い 箇所が 発生

し ま す。（ 熱だ まり ）

排気方向 吸気方向

※障害物までの距離を 排気方向は 1m、吸気方向は 150mm 以上

離すこと を おすすめしま す。

・ 通風路の 設定により キャ ビ ネッ ト の 風速分布が 不均一に なると

局部的に 温度が 高い 箇所が 発生し ま す。（ 熱だ まり ）

熱だ ま り

熱だ ま り

仕切板

- 7 -
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フ ー ド 取付ねじ M4×12

フ ァ ン 取付ボ ル ト M8×30

1.5 ～ 1.8

8.0 ～ 10.0



■オプ ショ ン

【 フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト 】

フィ ルタ ー ユ ニ ッ ト を 取り 付けること で 、換気扇セッ ト の IP性能を IP23 から IP45 に すること が 可能で す。

品名記号
外形寸法 m m

除塵率％

材質
ス ッ ト

内容※ 適用機種
フ ィ ル タ ー

フ ィ ル タ ー ケ ー ス
取付ねじ M4×12
ワ ッ シ ャ ー

パ ッ キ ン
タ コ レ テ フ カ サ

FN-FU20 355

130 14 80 ポ リ エ ス テ ル
ン テ ン レ ス

（ SUS304）
EPDM 1 コ

（ S）FN-20BN

FN-FU25 415 （ S）FN-25BN

FN-FU30 470 （ S）FN-30BN

取付方法は、「 フィ ルタ ーユ ニッ ト【 FN-FU】」に 付属の 取扱説明書を 参照し てく だ さ い 。

※セッ ト 内容は、フィ ルタ ー 1 枚、フィ ルタ ーケ ース 1 コ 、パッ キン 2 枚、取付ねじ M4×12 2 コ 、ワッ シャ ー 6 コ と なり ま す。

●フィ ルタ ーユニット 使用時の 能力

フ ィ ル タ ー ユ ニ ッ ト を 取り 付け た 場合、換気扇セ ッ ト の 能力は下記の よ う
に なり ま す。

IP 性能： IP45※1
フ ィ ル タ ー
フ ー ス

コ ィ ル タ ー

パ ッ キ ン

ワ ッ シ ャ ー
取付ねじ
Ｍ4×12

※1. IP 性能は IEC 規格 60529 に 基づく 試験による 換気扇停止時の 性能で す。

上記 IP 性能以上の キャ ビ ネッ ト に 取り 付け た 場合の キャ ビ ネッ ト IP 性能を

示し ま す。当社判定基準による 評価結果で す。

※2. 最大風量、最大静圧の 測定方法はダ ブ ル チャ ン バー 方式で す。

※3. 騒音は反響の 少ない 無響音室で 測定し た 値で す。現地で の 据付環境、およ び

反響によっ て 騒音値は大きく 影響さ れま すので 注意し てく だ さ い 。

【 フ ィ ル タ ー 】

フィ ルタ ユ ニ ッ ト の 交換用フィ ルタ ーと し てご 利用く だ さ い 。

品名記号
外形寸法 m m

除塵率％ 材質 セ ッ ト 内容 適用機種タ コ レ テ フ カ サ

FN-F20 315

128 14 80 ポ リ エ ス テ ル 4 枚入

FN-FU20

FN-F25 375 FN-FU25

FN-F30 435 FN-FU30

■故障と 判断さ れる 前に
もう 一度、次の 点を 調べ 処置し てく だ さ い。

ト ラ ブ ル 内容 処置

動作し ない

・ 本製品に 電源が 供給さ れて い ない 場合は、配線の 接続を 確認し 電源を 供給し てく だ さ い。

・ ブ レ ーカ が OFFの 場合は、ブ レ ーカ を ONにし てく だ さ い。

・ フ ァ ン の 羽根に 接触が ない か 確認し 、羽根に 接触が ないよう にし てく だ さ い。

・ 温度調節器の 設定温度を 確認し 、適切な動作温度に 変更し てく だ さ い。

（ 可変温度調節器の 取扱説明書（ 別紙）を 参照し てく だ さ い ）

冷却不十分

・ 吸気口およ び 排気口の 通風を 妨げて いる 場合は、障害物を 取り 除いてく だ さ い。

・ 選定の 条件より も 内部発熱量が 大き い 場合や周囲温度が 高い 場合は、内部発熱量の 低減

ま た は機種の 変更をし てく だ さ い。

施工業者名

TEL

施工年月日 年 月 日

本製品の 故障や瑕疵により 、当社の 予見の 有無を 問わず生じ た 二次損害に つ いて、当社は一切の 責任を 負い か ねま す。
仕様など 、お 断り なし に 変更すること があり ま すのでご 了承く だ さ い 。

日東工業株式会社

2023年5月
B894000922

- 8 - 〒480-1189 愛知県長久手市蟹原 2201 番地

品名記号
最大風量※2

m ³/m in
最大静圧※2

Pa

騒音※3

dB（ A）

（ S）FN-20BN 2.8/3.3 48/ 62 約 46/50

（ S）FN-25BN 4.9/5.4 83/ 99 約 51/53

（ S）FN-30BN 6.6/7.4 118/141 約 56/58

お 問合わせ先
ご 不明な点があり まし たら 弊社お 客様相談室に お 問合わせく だ さ い 。

TEL（ 0561）64 -0152
〈 受付時間〉 8： 30 ～ 12： 00、13： 00 ～ 17： 30（ 土・ 日・ 祝日は休み）


